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 論文題名 
Influence of Ku86 and XRCC4 expression in uterine cervical cancer on the response to 
preoperative radiotherapy 
 
 研究目的 
   放射線による細胞死において、DNA二重鎖切断が最も重要な DNA損傷であり、特
に非相同末端結合（NHEJ）が DNA損傷における主な修復のメカニズムである。                                      
   NHEJ に関与する主な蛋白の Ku86、XRCC4 と子宮頚癌治療成績の関連を調べる
ことで、放射線治療の効果予測や照射線量軽減など個別化治療を目指すことを目的と
する。                                       
  
 研究方法   
   2000 年~2011 年に当院で子宮頚癌に対して術前放射線治療を施行した症例中、扁
平上皮癌と診断された 119例を対象とした。治療前の腫瘍生検検体が得られた 108例
に対し抗 Ku86、XRCC4抗体を用いて免疫染色を行い、蛋白発現率を算出した。手術
検体により放射線治療効果を確認し、蛋白発現率と治療効果、生存率等を検討した。                                       
 
研究成績及び考察 
   生検標本による Ku86、XRCC4発現が低い群では病理学的完全奏功率(pCR)がその
他の群と比較して有意に高く、治療成績は良好であった。（pCR47.4% vs 21.3%）こ
れらの群は腫瘍細胞の放射線感受性が高まっている可能性がある。                                       
 
結論 
   Ku86、XRCC4 発現率が低い群では子宮頚癌に対する放射線治療効果が良好だっ
た。                                       
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結果の要旨 
 
 本研究により、DNA 二重鎖切断修復に関わる蛋白である Ku86、XRCC4 の発現率が子
宮頚癌の放射線感受性と相関があることを明らかにした。放射線治療の効果予測因子とな
り、個別化治療において新たなパラメーターになりうる事が示唆された。 
以上の成果により、学位論文として医学博士授与に値するものと、審査委員全員から評価
された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
